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１．組織概要 

（１）事業所名及び代表者氏名 

    ライフォス株式会社 

    代表取締役 大塚 祥文 

 

（２）所在地 

   ・本 社   ：〒700-0935 岡山県岡山市北区神田町２丁目 1-25 

           TEL.086-224-3217  

   ・木材部 

     上月工場 ：〒679-5503 兵庫県佐用郡佐用町本郷 201-36 

           TEL.0790-87-0208  

     福山支店 ：〒729-0105 広島県福山市南松永町 4 丁目 7-50 

           TEL.084-933-5592  

     岡山チップセンター 

：〒702-8045 岡山県岡山市南区海岸通 2 丁目 6-1 

           TEL.086-264-2158  

・ガス・熔材部 

     玉野営業所：〒706-0141 岡山県玉野市槌ケ原 1289 

           TEL.0863-71-0133  

     東岡山営業所：〒703-8214 岡山県岡山市東区鉄 145 

           TEL.086-279-0149  

   ・不動産部 

     プレステージ城東：〒703-8222 岡山県岡山市中区下 126-1 

              TEL. 086-279-8844 

   ※ＥＡ２１活動対象は全事業所 

 

（３）環境管理責任者・環境管理担当者 

    環境管理責任者：代表取締役   大塚 祥文 

    環境管理担当者：常務取締役   大塚 充 
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（４）事業内容 

   ①本社 

    ・木材チップの製造・販売 

   ②木材部 

    ・産業廃棄物の収集運搬業・中間処理業 

   ③ガス・熔材部 

   ・プロパンガス（LP ガス）・高圧ガスの製造販売 

・住宅関連機器の販売 

   ④不動産部 

・不動産業、住宅展示場の運営･管理 

 

（５）事業規模 

   売上高 ：2,087 百万円（2022 年実績） 

資本金 ：50 百万円 

   従業員 ：49 名 

   事業年度：1～12 月 

   設立  ：昭和 14 年 12 月 24 日 

 

（６）産業廃棄物関連 保有許可一覧 

  ① 産業廃棄物処分業許可証（中間処理） 

事業所 管轄 許可番号 許可品目 許可年月日 許可期限 

上月工場 兵庫県 第 02826080948 号 木くず 2022/10/31 2027/10/30 

福山支店 広島県 第 9122080948 号 木くず 2022/5/28 2027/5/27 

 

 

 

 

  ② 産業廃棄物収集運搬業許可証（収集運搬） 

事業所 管轄 許可番号 許可品目 許可年月日 許可期限 

ﾁｯﾌﾟｾﾝﾀｰ 
岡山県 第 8310080948 号 木くず 2021/12/10 2026/11/7 

積替保管：4 番ヤード…面積 800 ㎡、高さ 3ｍ、保管量 900 ㎥ 

上月工場 岡山県 第 3301080948 号 木くず 2021/11/24 2026/10/30 
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兵庫県 第 2806080948 号 木くず 2021/12/14 2026/12/13 

鳥取県 3101080948 木くず 2021/2/9 2026/2/8 

積替保管：無し 

  ・運搬車両の種類 

   上月工場・・・4ｔダンプ車 、 7ｔダンプ車 、 7ｔユニック車 

 

 ③ 産業廃棄物処理施設設置許可証（機械設置） 

事業所 管轄 許可番号 許可品目 許可年月日 許可期限 

上月工場 

岡山県 第 1421004 号 木くず 2002/10/4 期限なし 

兵庫県 第 1421003 号 木くず 2002/10/4 期限なし 

破砕施設 処理方法 能力 

チッパー機 破破 120ｔ/日 

ｱﾝﾀﾞｰﾌｨｰﾙﾄﾞ式 

破砕機 
破砕 20ｔ/日 

 

（７）処理工程 

・上月工場 

 

 

 

 

 

木くず種類 1 次破砕 分別 処理方法 製品 

樹皮 

グラップルソーで

約２m～３m に切

断/バーカー（皮

ムギ気） 

木質 

破砕 

未利用材 

樹皮 

チップ 

チップダスﾄ 

バーク（皮） 

枝葉 シンクロナイス・

ミラクルカッター

で、約１メートル

に切断(1 次破砕)  

バラ 破砕 

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ 

根 一般木材 

竹 ボード原料 

建築廃材 粉砕ﾀﾞｽﾄ 
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（８）組織図及び実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）役割・責任・権限 

職名 役割・責任・権限 

環境統括責任者 ・環境経営方針を決定する。 

・環境管理担当を任命する。 

・システムの評価と見直し（環境経営方針・環境経営目

標・環境経営計画・実施体制）を行い、必要な指示を

環境管理担当に行う。 

環境管理担当 ・環境経営目標及び環境経営計画を策定する。 

・環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画を従業

員に周知する。 

・環境経営全般の運用を監視する。 

・環境負荷の原因となる活動を特定し、改善させる。 

・外部からの問い合わせに対応する。 

・各種報告書を作成する。 

＜環境統括責任者＞ 

代表取締役 

＜環境管理担当＞ 

取締役 

ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞ城東 

不動産部 

総務部 

岡山ﾁｯﾌﾟｾﾝﾀｰ 上月工場 福山支店 玉野営業所 東岡山工場 

木材部 ガス・熔材部 
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各部支店長 ・環境経営目標、環境経営計画の実行指示及び進捗状況

の把握を行う。 

・教育訓練を策定し、実施する。 

・部署のすべての従業員に対して教育・訓練を実施す

る。 

・部署に関連する法規制等を遵守する。 

 

 

（９）処理工程図 

 

 有価物 産業廃棄物 

入荷品目 幹（原木） 枝葉 根 竹 廃材 

荷受 品目の確認・計量 

破砕 

細断(グラップルソー) 細断(ｼﾝｸﾛﾅｲｽ・ﾐﾗｸﾙｶｯﾀｰ) 

皮剥き(バーカー) 粉砕(ﾎｰﾜ・MB713 型) 

粉砕(CKS602 型)  

ｽｸﾘｰﾝ(ふるい機) ﾌｸﾘｰﾝ（ふるい機） 

出荷 チップ バーク ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料 ボード原料 粉砕ダスト 

 

 

(１０) ＥA２１事業活動 

・木材チップの製造・販売、産業廃棄物の収集運搬業・中間処理業、プロパンガ

ス・高圧ガスの製造・販売、住宅関連機器の販売、不動産業、住宅展示場の運営・

管理 
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２．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 環境目標及び環境実績 

（１）環境経営目標 

① 2020年実績を基準とし、3年間で環境負荷（電気使用量・CO2排出 

環境経営方針 
 

 ライフォス株式会社は、自然と人とを結び快適で安心な暮らしを提供すべく、 

事業活動を通じて、経営における課題とチャンスを定期的に明確にし、 

リサイクルと環境負荷の低減を継続的に取り組み、改善を行います。 

１．環境経営システムを構築・運用し、継続的な環境負荷の低減に努める。 

２．持続可能な環境目標を定め、環境保全活動を行うことにより、省資源・省エネ

ルギーに努める。 

（１） CO2の削減（石油エネルギー、ガスの削減） 

（２） 電気使用量の削減 

（３） 水使用量の削減 

（４） グリーン購入の推進 

３．省エネルギー型ガス機器等の環境負荷低減機器を普及推進し、環境 

負荷の低減に努める。 

４．廃棄物の削減と中間処理に伴う再資源化率の向上に努める。 

５．環境に関連する法規制を遵守するとともに、環境政策や業界基準 

を尊重する。 

  ６．環境経営方針は全従業員に周知し徹底する。 

                     制定日：2018 年１月４日 

改定日：2022 年１月 6 日 

ライフォス株式会社 

代表取締役社長 大塚祥文 
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(１) 環境経営目標 

①２０２０年実績を基準とし、３年間で環境負荷（電気使用量・CO2排出量・

水使用量）を売上原単位で5％削減する。 

ｱ．電気使用量の削減 

ｲ．CO2の削減（化石燃料の削減） 

ｳ．水使用量の削減 

② 2023年までに事務文房具におけるグリーン購入率を60％にする。 

③ 2020年実績を基準とし、3年間で省エネルギー型環境負荷低減機器 

  の普及推進によるCO2削減量を15％増加する。 

④ 2020年実績を基準とし、3年間で産業廃棄物の排出量を5％削減する。 

 

 表．１ 環境経営目標 

環境負荷 単位 
基準 

2020 年実績 
2022 年実績 

基準比 
目標削

減率 

2023 年目標 
基準比 
目標削

減率 

2024 年目標 
基準比 
目標削

減率 

電気使用量 
kWh 372,885 364,980  98 － － － － 

kW/百万円 204 175 86 194 95 190 93 

CO2 排出量 
kg-CO2 726,343 717,695 99 － － － － 

kg/百万円 397 344 87 377 95 370 93 

水使用量 
㎥ 1,913 1,326 69 － － － － 

㎥/百万円 1.04 0.63 60 0.99 95 0.96 92 

ｸﾞﾘｰﾝ購入 ％ 46 50 － 55 － 60 － 

CO2 削減量 

（機器販売） 
kg-CO2 9,350 31,492 159 10,285 110 10,753 115 

廃
棄
物
排
出
量 

一 

般 
袋 434 243 30 416 96 412 94 

産 

廃 
kg 16,450 12,320 75 15,900 97 15,600 95 

中間処理に

伴う再資源

化率 

％ 86 100 116 100 116 100 116 

＊化学物質の使用無し 
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表．２ 2022 年度 環境負荷実績 

環境負荷 単位 2021 年実績 2022 年目標 2022 年実績 前年比 目標比 
実績 

評価 

電気使用量 
kWh 361,057 356,452  364,980  3,923 8,528 △ 

kW/百万円 187 198 175 ▲12 ▲23 〇 

CO2 排出量 
kg-CO2 733,580 711,974 717,695 ▲16,088 ▲5,518 〇 

kg/百万円 379 396 344 ▲35 ▲52 〇 

水使用量 
㎥ 2,037 1,806 1,326 ▲730 ▲499 〇 

㎥/百万円 1.05 1.02 0.63 ▲0.42 ▲0.39 〇 

ｸﾞﾘｰﾝ購入 ％ 46 50 50 4 4 ○ 

CO2 削減量 

（機器販売） 
kg-CO2 14,900 31,492 14,900 5,550 5,082 〇 

廃
棄
物
排
出
量 

一 

般 
袋   273 420 243 ▲30 ▲177 〇 

産 

廃 
kg 22,600 16,200 12,320 ▲10,280 ▲3,880 ○ 

産業廃棄物 

中間処理 
ｔ 10,905.7 適正管理 9385.6 ▲1520.1 － 〇 

 収集運

搬 
ｔ 38.23 適正管理 62.40 24.17 － × 

※電力の CO2 排出係数は㈱Looop:0.544kg-CO2/kWh（2020 年度実績値）を用いた。全事業所同一電力会社

を使用。 

※産業廃棄物処理量に関して、産廃処理は弊社木材部の主事業であり、再資源化率 100％のため、実績評価無

し。 

※実績評価の定義は次の通り。〇：達成率 100％以上、△：達成率 80％以上、×：達成率 80％未満 

※CO2 削減量（機器販売）に関しては以下の通り 

エコジョーズの設置：130kg-CO2/年 

 （従来の給湯器からエコジョーズへ変更した場合） 

ハイブリット給湯器の設置：670kg-CO2/年 

（従来の給湯器からエコジョーズへ変更した場合） 

GHP の設置：7kg-CO2/馬力/年 

（EHP から GHP1 馬力当たり 7kg-CO2 削減） 
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灯油から LP ガスの燃料転換：120kg-CO2 

 （灯油ボイラーからガスボイラーへ変更した場合） 

電気から LP ガスの燃料転換：1,660kg-CO2 

※課題とチャンスに関しては、別途弊社「未来策定委員会」にて作成 

 

表．３事業所別環境負荷データ一覧（単位：千 kWh、kW/百万円、kg-CO2、kg/百万円、㎥、㎥/百万円） 

  
電気使用量 

CO2 排出量 

（化石燃料） 
水使用量 

基準年 目標 実績 基準年 目標 実績 基準年 目標 実績 

本社 
使用量 43.5 28.8 46.5 36.0 23.9 36.3 153 98 59 

原単位 197 195 221 163 162 173 0.69 0.66 0.48 

上月工場 
使用量 245.0 243.1 237.7 564.1 559.7 548.5 548 544 578 

原単位 603 597 538 1,389 1,375 1,242 1.35 1.34 1.31 

福山工場 
使用量 31.9 31.5 27.5 40.4 40.1 35.1 49 48 39 

原単位 183 181 141 231 229 180 0.28 0.28 0.20 

チップ 

センター 

使用量 6.9 7.2 5.2 10.1 10.3 12.0 46 53 66 

原単位 11.7 11.5 8.5 17.2 17.0 19.7 0.07 0.08 0.11 

玉野営業所 
使用量 20.0 21.0 22.1 45.2 44.8 48.0 93 96 55 

原単位 91 90 69 206 204 150 0.42 0.41 0.17 

東岡山工場 
使用量 10.8 11.4 10.5 20.8 20.6 19.4 55 48 60 

原単位 65 64 41 125 124 76 0.33 0.33 0.24 

ﾌﾟﾚｽﾃｰジ 

城東 

使用量 14.7 13.7 15.3 9.5 9.4 18.1 976 909 450 

原単位 
278 275 273 180 178 323 18.4 

 

18.22 8.0 

 

 

（２）2022 年活動評価及び 2023 年活動計画 

項目 
今年度 

評価 

次年度 

継続 

①  電気使用量の削減 

ｱ．不要な照明の消灯 〇 〇 

ｲ．不要なパソコン・ＯＡ機器の消費電力削減 〇 〇 
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ｳ．適正な室温管理（冷房２８℃、暖房２０℃） 〇 〇 

ｴ．節電型機器への入替推進 ○ 〇 

ｵ．電気設備の維持管理の徹底 

（照明・空調フィルター清掃等） 
△ 〇 

ｶ．窓に断熱シート（プチプチマット）の貼付け △ 〇 

ｷ．空調屋外機の冷却対策（すだれ・よしずによる日

陰、散水など） 
△ 〇 

ｸ．空調機のフィルターの定期的な清掃・交換 〇 〇 

② CO2 排出量（ガソリン・軽油・灯油・LP ガスの使用）の削減 

ｱ．エコドライブの推進（急発進・急停止の推進） △ 〇 

ｲ．運転状況の運転評価結果の公表による意識付け × 〇 

ｳ．冬季以外の給湯を停止 △ 〇 

③ 水使用量の削減 

ｱ．ホースに手元バルブの取付 △ 〇 

ｲ．節水呼びかけの表示 △ 〇 

ｳ．蛇口に節水こまの設置 × 〇 

④ グリーン購入 

事務用品を購入する担当者を確定し、グリーン購入を徹

底する 
〇 〇 

⑤ 廃棄物の削減 

ｱ．発生ゴミの圧縮による減容 × 〇 

ｲ．分別回収ボックスによるごみの分別とリサイクル 〇 〇 

ｳ．廃棄物の見える化 △ 〇 

⑥ 環境負荷低減機器の普及による CO2 削減量 

ｱ．灯油ボイラからガス給湯器へ切替の推進 〇 〇 

ｲ．新築住宅のガス利用推進 〇 〇 

   ※評価の定義は次の通り。〇：取組完了、△：取組中、×：未取組 
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    継続の定義は辻の通り。〇：継続、×継続しない 

 

＜環境負荷の低減に関する考え方＞ 

・エコジョーズの設置：130kg-CO2/年 

 （従来の給湯器からエコジョーズへ変更した場合） 

・ハイブリット給湯器の設置：670kg-CO2/年 

（従来の給湯器からエコジョーズへ変更した場合） 

・GHP の設置：7kg-CO2/馬力/年 

（EHP から GHP1 馬力当たり 7kg-CO2 削減） 

・灯油から LP ガスの燃料転換：120kg-CO2 

 （灯油ボイラーからガスボイラーへ変更した場合） 

・電気から LP ガスの燃料転換：1,660kg-CO2 

 

 

４．環境関連法規の遵守状況 

関連法規 遵守すべき事項 結果 

廃棄物処理法 

産業廃棄物処理委託契約 産業廃棄物・一般廃棄物を排出する排出事

業者は、処理を他人に委託する際、処理を

行う処理業者と事前に産業廃棄物の処理委

託に関する契約を締結する。 

遵守 

一般廃棄物処理委託契約 遵守 

産業廃棄物マニフェスト 

排出事業者が産業廃棄物の処理を業者に委

託する場合は、マニフェストを交付する。

産業廃棄物管理票(マニフェスト)を交付し

た排出事業者(中間処理業者を含む)は廃棄

物処理法第12条の3第7項に基づき、事業場

ごとに前年度1年間の交付等の状況(産業廃

棄物の種類及び排出量、マニフェストの交

付枚数等)について、都道府県知事へ報告す

る。 

遵守 

高圧ガス保安法 

高圧ガス保安法施行令 

高圧ガスによる災害を防止するため、高圧

ガスの製造、貯蔵、販売、輸入、移動、消

費、廃棄等を規制 

遵守 

液化石油ガス保安規則 化石油ガスに関する保安について規定 遵守 

容器保安規則 

高圧ガス保安法及び高圧ガス保安法施行令

に基づいて、高圧ガスを充てんするための

容器であって地盤面に対して移動すること

ができるものに関する保安について規定 

遵守 
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液化石油ガス法 施行令・施行規則 

一般消費者等に対する液化石油ガスの販

売、液化石油ガス器具等の製造及び販売等

を規制 

遵守 

ガス事業法 

施行令・施行規則 

小売ガス事業の保安について規定 

遵守 

ガス工作物の技術上の基

準を定める省令 
遵守 

消防法 
圧縮アセチレンガス等の

貯蔵・取扱いの届出 

圧縮アセチレンガス、液化石油ガスその他

の火災予防又は消火活動に重大な支障を生

ずるおそれのある物質で政令で定めるもの

を貯蔵し、又は取り扱う者は、あらかじ

め、その旨を所轄消防長又は消防署長に届

け出る。 

遵守 

フロン 

排出抑制法 

第一種特定製品の管理者

が講ずべき措置 

第一種特定製品の管理者は、国が定める

「第一種特定製品の管理者の判断の基準」

に従い管理する。 

第一種特定製品の設置環境・使用環境の維

持保全、簡易点検・定期点検、漏えいや故

障等が確認された場合の修理を行うまでの

フロン類の充塡の原則禁止、点検・整備の

記録作成・保存等を行うことを通じ、使用

時におけるフロン類の漏えい防止に取り組

む。 

遵守 

環境関連法規等は遵守されていました。また、違法・訴訟などもありませんでし

た。 

 

５．代表者による全体評価と見直し、指示 

   長引く新型コロナウイルスの影響による市場の閉塞感も徐々に改善の兆しが

見え始め、仕事量が増加する中でもエネルギー使用量の削減への意識はもちろ

ん、周辺地域の清掃活動等も積極的に行われるようになった。 

その結果として使用電力量・CO2 排出量・水使用量全てにおいて目標比に対

して大きな削減が見られた。またグリーン商品購入率に関しても 50％を達成

し、引き続き 60％を目指して活動していく。 

   2023 年度は、日々変化する社会情勢にしっかりと対応していきながら、エコ

アクションの活動による自然環境への貢献活動を基に、労働環境など様々な環

境改善に取り組んでいく。 

尚、「環境経営方針」「実施体制」については変更不要と判断し、「環境経営目

標及び環境経営計画」においては実情に合わせて 2020 年を実績とし、より削減

に向けての活動を強化していく。 

2023 年２月２8 日 

   以上 


